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特集

■一部変更になることもあります

編集後記
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◎編集室ツイッター　http://twitter.com/KANGOKYOIKU

 男が看護を学ぶこと
男性看護師（士）の歴史的変遷と現在 
今日的課題と期待される点　　山﨑裕二
男性看護師に期待される役割は変わったか　　百田武司
男性看護師研究会「侍」の挑戦　　大木清美
「ソワニエ男の会」ができるまで・できてから　　持田千里
男性看護者の“サバイバル”論　ジェンダーの視点からの考察　　朝倉京子
「ナースマン」が死語になる日　　小林光恵

【連載】
『形態機能学』で看護教員が教えられること・3　　石井紀子
看護基礎教育の大学化を考える・3（最終回）　　松原定雄
学生の目　教員のまなざし・4　東邦大学看護学部
「教え方の本」を読む！・4　　重松豊美
やっぱり，私は看護師だった・4　　那須あい
誌上 FD　自己決定できる「女性」を育てる　気づきと目覚めのジェンダー教育・16　　沼崎一郎
Mail From USA─『JNE』を読み，世界の看護教育の流れを知る・24　　喜吉紘子

●大学の看護系学部・学科新設の場合，医学部と違い附属病
院があるわけではないので，大抵の場合は，新たな実習場が必
要となります。けれども，大規模病院は既に多くの実習を受け
入れていることから，新たに受け入れてもらうのは容易ではあ
りません。そもそも新設大学には，周りに大規模病院がない場
合も少なくないでしょう。そのような状況で，いわば苦肉の策
（？）として考えられたのが，今回の特集のように，中小規模病
院や施設での実習です。ただ，牛田先生のお原稿のように，そ
の実習をポジティヴに捉えれば，より充実した実習の実現につ
ながる可能性があります。●もちろん，発想の転換の効果は専
門学校の実習でも同じ。どこで実習するかにより，何を学生が
学ぶかが変わるのは当然。それをいかに学生にプラスな方向に
もっていくかが，先生方の手腕にかかっているのです。 …大野

●昨今，取材先や学会で初対面の方─この後記をご覧いただ
いている奇特な読者からは特に，「実物は若いのですね！」と驚
かれることが多く，小学生時代から早く“お爺さん”になりたかっ
た身としては複雑な気分。ふと，15年来担当してくれた美容師
Oさんに初対面時，「なるべく老けてみえる髪型に」と注文を出
して笑われたことを思い出しました。「おじさんらしくね」「あい
よ」と，あれよという間にいわゆる“おばちゃんパーマ”掛けられ
て頭を抱えたことも。●そんな以心伝心？のコンサルに乗ってく
れた Oさんが，実家の介護のため退職することに。本誌とは畑
違いですが，専門職としてスキルアップの努力を怠らず，店長
として職場全体への目配りも欠かさなかった彼女の接遇をずっと
尊敬し，学んでいました。その幸運を願ってます。●男が普通に
美容院も選ぶ時代。次号特集のテーマに重なります。 …青木
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